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日インドネシアコールドチェーン物流ワークショップ 議事概要

〈コールドチェーン物流を支える物流機器や技術等の紹介〉

Ø 日本フルハーフ株式会社、日軽パネルシステム株式会社、ダイキン工業株式会社、

株式会社前川製作所、東亜建設工業株式会社、日通商事株式会社、及び DENBA 株式会社

から、各社の物流機器・倉庫等が紹介された。

〈ASEANにおけるフードバリューチェーンの構築及びコールドチェーン物流との連携〉

Ø 農林水産省から、グローバルフードバリューチェーン構築に向けた計画、ASEAN各国にお

ける取組、及びインドネシアにおける課題等について説明があった。

〈コールドチェーン物流の構築に向けた支援策の紹介〉

Ø 環境省から、我が国の環境性能の高い物流関連機器の導入に向けた JCM制度の概要及び

ASEAN各国における本制度の導入事例等について説明があった。

Ø JOIN から、投資事業の概要、ASEAN各国における支援事例、投資までのプロセス等につい

て説明があった。

〈コールドチェーン物流サービスの標準化の重要性〉

Ø 国土交通省から、コールドチェーン物流サービスの標準化の意義、インドネシアにおける規格

の策定に向けた日本の支援、関連規格の概要、及び認証体制の整備に向けた取組等について説

明した。

〈インドネシアにおけるコールドチェーン物流サービス〉

Ø インドネシアロジスティクスフォワーダーズ協会から、インドネシア経済・物流市場概況、コ

ールドチェーン物流の構築に向けた課題、重点分野、競争力強化に向けた取組等について説明

があった。

Ø インドネシアコールドチェーン協会から、コールドチェーン物流に関する規格、同国における

サービス提供の現状、投資の重点分野、日本との協力の方向性等について説明があった。また、

インドネシアにおけるコールドチェーン物流規格の策定に向けて、JSA-S1004の活用等、日

本の協力に対する期待が表明された。


